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概　要
本技術はトンネル工に関する技術である。覆工コンクリー
トの打ち上がりを静電容量の変化を感知するセンサー（感知
センサー）で可視化する技術である。従来は管理者による目
視や手録で対応していた。本技術の活用により、適正な打ち
上がり管理ができるため、施工管理を効率化できる。
公共工事では、トンネルの覆工コンクリート工事にその効
果を発揮する。

特　長
新規性
●セントルに複数の感知センサを取り付けることにより、コ
ンクリートの打ち上がりを専用のPCでリアルタイムに確
認できるようにした。

期待される効果
●タイムリーに打ち上がり高さを可視化することで、セント
ルの偏圧管理やコールドジョイントの予防につながる。
●施工ブロック毎のコンクリート到達時刻を自動感知が可
能、専用PCや外部モニターで確認し、施工データの記録
ができる。

適用条件
１．自然条件
感知センサ適用温度－10～＋80℃の範囲内とする。
２．現場条件
無線読取り端末および大型モニターの設置場所には、それ
ぞれにAC100V電源が必要である。
３．技術提供可能地域
全国

適用範囲
１．適用可能な範囲
覆工コンクリート打設。
２．特に効果の高い適用範囲
施工管理を見える化したい現場。

施工管理

スライドセントル打設感知システム
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化学接着性防水シート〈フィットライナー®〉の施工風景 製品写真

概　要
　コンクリートと化学的に接着するシグナルレイヤー構造の
防水シート。従来は接着性のない山岳トンネル用防水シート
で対応していたが、〈フィットライナー®〉はコンクリートと
化学的に接着（一体化）する技術の活用により高い止水性を
保持できる。また、施工時に防水シートに破損が生じた場合
でもシグナルレイヤー構造により破損個所が分かりやすいた
め、打設前に補修の見落としを低減でき防水機能が向上する。

特　長
１．硬化過程のコンクリートと化学的に接着（一体化）する
ことで、シートとコンクリートの境界面に水路ができず、

〈フィットライナー®〉と従来品の止水比較イメージ
　化学接着性防水シート〈フィットライナー®〉と覆工コン
クリートが接着（一体化）することで水廻りを阻止。シート
の損傷箇所からの漏水が覆工面に広がるのを抑制している。

適用箇所
排水型トンネル、非排水型トンネル

適用事例
・トンネル坑口付近の鉄筋組み立て箇所
・箱抜き部などのシート間溶着不具合懸念箇所
・ロックボルトなどの突起物が点在している区間
・手動溶着を多用する覆工打ち継ぎ部など

実　績
　〈フィットライナー®〉は、国土交通省、地方自治体、JR
各社、民間鉄道事業者、民間事業者、その他で多くの施工実
績を有している。

トンネル工（NATM）

化学接着性防水シート
〈フィットライナー®〉
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境界面を無制限に水廻りす
ることを防止しトンネル内
への漏水を抑制する。
２．表面白色層と裏面黒色層
を有するシグナルレイヤー
構造でコンクリート打設前
にシート損傷箇所の見落と
しを防ぐことができる。 シグナルレイヤー効果

化学接着性
　〈フィットライナー®〉は、先防水用の化学接着性防水シー
ト。柔軟で伸び性能に優れたEVA樹脂でできており、その
表面に特殊加工が施されている。接着層に含まれるシリカ成
分とコンクリートに含
まれる水酸化カルシウ
ム成分とが、セメント
の水和反応過程で珪酸
カルシウム水和物を形
成し、高い接着性と止
水性を発揮していると
考えられる。
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